
令和 7年 7月第68号

　
5
月
14
日
（
水
）、
市
民
福
祉
プ

ラ
ザ
1
階
「
ふ
く
ふ
く
ホ
ー
ル
」

に
て
、
令
和
7
年
度
中
央
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ

令
和
7
年
度
　
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

新
体
制
の
も
と
、よ
り
魅
力

新
体
制
の
も
と
、よ
り
魅
力

あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
へ

あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
へ

関
連
記
事
は
2
・
3
ペ
ー
ジ

ま
し
た
。
当
日
は
、
来
賓
と
し
て

井
口
中
央
区
長
、
近
藤
中
央
区
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
、
町
福
祉
・

介
護
保
険
課
長
、
多
田
中
央
区
社

協
事
務
所
長
を
お
迎
え
し
、
会
員

83
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
連
合
会
長

に
就
任
し
た
松
井
正
博
会
長
（
春

吉
校
区
）は
、あ
い
さ
つ
の
中
で「
微

力
な
が
ら
、
役
員
や
会
員
皆
さ
ま
の

ご
協
力
の
も
と
、
柴
田
宏
前
会
長

の
後
を
引
き
継
ぎ
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
さ
ら
な
る
充
実
と
発
展
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
」と
決
意
を
表
明
。

ま
た
「
地
域
に
お
け
る
助
け
合
い
・

支
え
合
い
の
重
要
性
が
増
す
中
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
に
は
大
き
な
社
会
的

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
会

員
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
6
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
議
案
と
と
も
に
、
令

和
7
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
収

支
予
算
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
議
長
は
岡
部
会
長
（
赤
坂
校
区
）、

司
会
は
相
会
長
（
平
尾
校
区
）
が
務

め
、
和
や
か
な
が
ら
も
引
き
締
ま
っ

た
雰
囲
気
の
中
、
総
会
は
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

会長あいさつ会長あいさつ
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◆白寿お祝い状 福浜校区 第四福寿会老人クラブ   久野　好子
当仁校区 第 三 仁 寿 会 鳥井　幸子

《中央区老人クラブ連合会 感謝状等》

《福岡市老人クラブ連合会 会長表彰》

◆老人クラブ育成功労者表彰（市老連役員）
中央区老人クラブ連合会　前会長　柴田　宏

◆老人クラブ育成功労者表彰（単位老人クラブ会長）
当 仁 校 区 　第六仁寿会　江島　孝子
当 仁 校 区 　第七仁寿会　後藤　一好
当 仁 校 区 　第九仁寿会　本徳　輝義
南当仁校区　 第三功寿会　栗山　信之

◆老人クラブ育成功労者表彰（校区女性部長）
草ヶ江校区　 第 四 草 寿 会　小野満智子
当 仁 校 区 　第 二 仁 寿 会　松本　光子
笹 丘 校 区 　笹丘１丁目れいろう会　 大野　節子

◆老人クラブ連合会「地域活動賞」
小 笹 校 区　第一小笹平和会（33人）

ボランティア活動　会長　永冨　新二

◆優良老人クラブ表彰
草ヶ江校区　第 七 草 寿 会（34人）　会長　原田モト子
南当仁校区　第 八 功 寿 会（32人）　会長　佐藤　　光
笹 丘 校 区　梅光園友泉会（36人）　会長　白幡　　擴

令和 7 年度 表彰者等一覧令和 7 年度 表彰者等一覧 敬称略

令和 7 年度令和 7 年度  役員・運営委員役員・運営委員

役職名 氏　名 校区・地区等
会　長 松井 　正博 春　吉

副会長
片岡 　潤治 小　笹

小野 満智子 草ヶ江

会　計 小堀 　康治 草ヶ江

監　事
髙窪 惠美子 舞　鶴

森 　カズ子 福　浜

運営委員

堀 　由紀子 大　名

木内 　潤子 簀　子

柴田 　　宏 警　固

岡部 　武信 赤　坂

鶴田 　勇夫 当　仁

佐藤 　　光 南当仁

相 　　正和 平　尾

白幡 　　擴 笹　丘

令和 7 年度 令和 7 年度 
校区校区・・地区女性部長地区女性部長

役職名 氏　名 校区・地区等
部 会 長 小野満智子 草ヶ江

副部会長 森　カズ子 福　浜

校区・地区

新飼　和江 大　名

入江　博子 舞　鶴

木内　潤子※ 簀　子

赤荻　早苗 春　吉

矢野美代子 警　固

原口　浩子 赤　坂

中村万喜子 福　浜

松本　光子※ 当　仁

小金丸洋子 南当仁

清武　洋子※ 平　尾

大野　節子※ 笹　丘

篠原　啓子※ 小　笹

令和 7 年度 運営方針
　中央区老人クラブ連合会は、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運動　中央区老人クラブ連合会は、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運動
を基本に、仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を豊を基本に、仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を豊
かにする活動を行うとともに、会員自らが、地域社会の支え手の一かにする活動を行うとともに、会員自らが、地域社会の支え手の一
員として、これまで培ってきた豊かな経験、知識を活かして地域社員として、これまで培ってきた豊かな経験、知識を活かして地域社
会に貢献する。あわせて、魅力ある楽しい老人クラブを目指して、会に貢献する。あわせて、魅力ある楽しい老人クラブを目指して、
各種事業の推進や組織の活性化、新会員の加入促進に努め、豊かで各種事業の推進や組織の活性化、新会員の加入促進に努め、豊かで
活力ある長寿社会の実現に向けて活動を推進する活力ある長寿社会の実現に向けて活動を推進する

１ 生きがい、健康づくり、仲間づくりの推進１ 生きがい、健康づくり、仲間づくりの推進

２ 地域の支え手の一員としての友愛活動、社会奉仕活動の推進２ 地域の支え手の一員としての友愛活動、社会奉仕活動の推進

３３  老人クラブの活動強化と魅力あるクラブづくり、地域諸団体との連携老人クラブの活動強化と魅力あるクラブづくり、地域諸団体との連携

４４  各種研修会の開催、研修会、大会への参加促進各種研修会の開催、研修会、大会への参加促進

※＝単位クラブ会長を兼任

感謝状が贈呈された皆さん感謝状が贈呈された皆さん

特殊詐欺被害防止映画特殊詐欺被害防止映画
「おかしいな」ATM詐欺団「おかしいな」ATM詐欺団
ちゃっちゃくちゃらの巻ちゃっちゃくちゃらの巻

◆退任単位クラブ会長 舞 鶴 地 区  第 四 松 寿 会  野村　明男
春 吉 校 区  第 二 老 壮 会  松尾留理子
警 固 校 区  第 三 百 寿 会  大村　昌弘
草ヶ江校区  第 九 草 寿 会  池田　明子
南当仁校区  第 六 功 寿 会  廣渡　信義
小 笹 校 区  第六小笹平和会   高田ナツミ

総会にて総会にて
感謝状が贈呈
感謝状が贈呈されました！
されました！
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令和7年度　月別事業予定表

※生きがいと健康づくり、友愛訪問、老人いこいの家消耗品補充業務は随時

実施月日 行事名 場　所（予定） 摘　要

10

7 火
グラウンド・ゴルフ大会

（予備日 10 月８日）
平和台陸上競技場

9 木 ねんりんピック結団式 市民福祉プラザ
17 ～
21

金～
火

ねんりんピック岐阜大会 岐阜県

24 金
10 月期運営委員会・活性化
対策委員会

大名公民館

30 木
（市）グラウンド・ゴルフ大会
（予備日 10月31日）

平和台球技場

11

５～
６

水～
木

全国老人クラブ大会 茨城県 区老連会長

7 金
高齢者健康スポーツ大会

（ウォーキング）予定
大濠公園

11 ～
16

火～
日

（市）高齢者美術展
（搬入・展示　11 月 10 日）

福岡市美術館

17 月 （市）総務部会⑤ 市民福祉プラザ

20 木
女性リーダー研修会

（視察研修）予定
未定

25 火 （市）理事会⑤ 市民福祉プラザ

26 水 11 月期運営委員会 大名公民館

27・28 木・金 老人クラブ九州ブロック研修会 沖縄 区老連会長

12

2 火 （市）体育部会② 市民福祉プラザ

4 木 高齢者ソフトダーツ大会 中央体育館

10 水 （市）女性部会研修会 市民福祉プラザホール

17 水
12 月期運営委員会・
高齢者作品展実行委員会

大名公民館

1

20 ～
25

火～
日

高齢者作品展（搬入 19 日、
搬出 25 日）予定

市美術館 教養文化部会

22 木 （市）リーダー養成研修会 市民福祉プラザ

28 水
1 月期運営委員会・活性化
対策委員会

大名公民館

30 金 （市）ソフトダーツ大会 市民体育館

2

5 木
単位クラブ会長研修（視察）
予定

未定

10 火 （市）伝承社会奉仕部会② 市民福祉プラザ

13 金 （市）総務部会⑥ 市民福祉プラザ

24 火 （市）理事会⑥ 市民福祉プラザ

25 水 ２月期運営委員会 大名公民館

3

4 水 友愛訪問事業説明会　予定 市民福祉プラザホール
友愛訪問班長
（単ク会長）

6 金
（市）総務部会⑦、高齢者
農園委員会②

市民福祉プラザ

16 月 （市）理事会⑦ 市民福祉プラザ

18 水
３月期運営委員会、活性化
対策委員会

大名公民館

※「中央区老ク連だより」の発刊（令和 7年 7月および令和 8年 1月予定）
※�各種事業については、会場の都合や天候不順により、開催場所や日時を
　変更することがあります。

実施月日 行事名 場　所（予定） 摘　要

４

7 月
中央区老ク連会計監査 ·
総務部会

市民福祉プラザ

9 水 （市）会計監査 市民福祉プラザ

14 月
（市）総務部会①
高齢者農園委員会①

市民福祉プラザ

17 木 広報部会 区老連事務局

22 火 （市）理事会① 市民福祉プラザ

23 水 ４月期運営委員会 大名公民館 毎月第 4 水曜（基本）

5

14 水 中央区老ク連通常総会 市民福祉プラザホール 単ク会長 ･ 女性部長

27 火
（市）通常総会 
（市）総務部会②、理事会②

中央市民センターホール

28 水 ５月期運営委員会 大名公民館

30 金 新任会長、新任女性部長研修 市民福祉プラザ

30 金 （市）広報部会 市民福祉プラザ

6

5 木 （市）教養文化部会① 市民福祉プラザ

6 金 高齢者囲碁 ･ 将棋大会 市民福祉プラザ

10 火 （市）総務部会③ 市民福祉プラザ

11 水 教養文化部会 舞鶴公民館

17 火 女性部会 大名公民館 校区女性部長

20 金 （市）理事会③ 市民福祉プラザ

25 水
６月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

26 木 （市）伝承社会奉仕部会① 市民福祉プラザ

27 金 （市）体育部会① 市民福祉プラザ

7

1 火 伝承社会奉仕部会 区老連事務局

3 木 体育部会 赤坂公民館

10 木
高齢者演芸大会

（リハーサル 7 月９日）
中央市民センターホール

教養文化部会
女性部会

10 木 女性部活性化対策委員会 中央市民センター

23 水 ７月期運営委員会 大名公民館

25 金 （市）高齢者囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ

8

6 水 （市）総務部会④　　　 市民福祉プラザ

18 月 （市）理事会④ 市民福祉プラザ

26 火
８月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

27 水 福岡市高齢者保健福祉大会 市民ホール

9

4 木 広報部会 区老連事務局

8 月 （市）教養文化部会② 市民福祉プラザ

9 火 （市）健康づくりリーダー研修会 市民福祉プラザ

11 木 リーダー研修会 市民福祉プラザホール 単ク会長、女性部長

12 金 （市）女性部会 市民福祉プラザ

19 金 （市）高齢者ゴルフ大会 セブンミリオン C.C.

20 土 全国一斉社会奉仕の日 各校区・地区

25 木 9 月期運営委員会 市民福祉プラザ

25 木 運営委員会 ･ 健康料理教室 市民福祉プラザ 校区女性部長等
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令
和
6
年
12
月
5
日
（
木
）、
福
岡

市
中
央
体
育
館
に
て
中
央
区
高
齢
者

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
区
内
12
校
区
か
ら
1
０
４
名
の

選
手
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

大
会
は
、

ご
来
賓
の
中

央
区
長
の
ご

挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
区

長
に
よ
る
始

投
式
で
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、

　

こ
の
4
月
、

当
仁
校
区
仁
寿

会
連
合
会
に
、

西
公
園
在
住
の

中
川
妙
子
新
会

長
を
中
心
と
し

た
「
第
四
仁
寿

会
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。
仁
寿

会
連
合
会
は
、

こ
れ
ま
で
8
つ

の
ク
ラ
ブ
、
約

３
０
０
人
の

会
員
で
活
動
し
て
き
ま
し
た

が
、
第
三
仁
寿
会
の
会
員
数

が
60
人
を
超
え
、
地
域
範
囲

も
広
か
っ
た
た
め
、
会
員
ひ

と
り
一
人
の
活
動
・
活
躍
と

地
域
と
の
連
携
の
視
点
か
ら

新
た
に
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
た

も
の
で
す
。
会
員
一
同
、
明

る
く
、
楽
し
く
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
第
四
仁
寿
会　
会
員
数　

31
人
（
西
公
園
・
福
浜
一
部
・

荒
戸
２・３
丁
目
一
部
他
）

　
令
和
７
年
度
、
中
央
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
64
の
単

位
ク
ラ
ブ
、
会
員
２
１
０
２

人
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
熱
戦
で
交
流
深
ま
る

第19回高齢者健康スポーツ大会
（大濠公園ウォーキング）

令和6年度

　

令
和

　

令
和
66
年年
1111
月月
1414
日日

（
木
）、
第

（
木
）、
第
1919
回
高
齢
者

回
高
齢
者

健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

大
濠
公
園
に
て
開
催
し

大
濠
公
園
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
集
合
場
所
は
東

ま
し
た
。
集
合
場
所
は
東

児
童
公
園
（
く
じ
ら
公

児
童
公
園
（
く
じ
ら
公

園
）、
そ
の
後
は
公
園
内

園
）、
そ
の
後
は
公
園
内

の
周
回
コ
ー
ス
を
元
気

の
周
回
コ
ー
ス
を
元
気

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
地
域

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
地
域

の
方
々
に
も
広
く
声
を

の
方
々
に
も
広
く
声
を

か
け
た
結
果
、
１
７
６

か
け
た
結
果
、
１
７
６

人
も
の
参
加
者
が
あ
り

人
も
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
に

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
に

恵
ま
れ
た

恵
ま
れ
た
2020
度
超
え
の

度
超
え
の

陽
気
。
汗
ば
む
ほ
ど
の

陽
気
。
汗
ば
む
ほ
ど
の

気
温
の
中
、
参
加
者
は

気
温
の
中
、
参
加
者
は

皆
、
笑
顔
で
楽
し
く
歩

皆
、
笑
顔
で
楽
し
く
歩

き
、
交
流
を
深
め
な
が

き
、
交
流
を
深
め
な
が

ら
爽
や
か
な
汗
を
流
し

ら
爽
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
体
力
づ
く

は
、
体
力
づ
く

り
は
も
ち
ろ

り
は
も
ち
ろ

ん
、
認
知
機

ん
、
認
知
機

能
の
低
下
を

能
の
低
下
を

防
ぐ
効
果
も
期

防
ぐ
効
果
も
期

待
さ
れ
る
健
康
習

待
さ
れ
る
健
康
習

令和6 年度　中央区ソフトダーツ大会

開会式ラジオ体操開会式ラジオ体操

区長始投式区長始投式

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
や
福
祉
・

介
護
保
険
課
長
、
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
長
も
試
合
に
参
加
し
、
会
場

は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
競
技
は
「
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
方

式
」と「
ア
ン
ダ
ー・

ザ
・
ハ
ッ
ト
方
式
」

の
2
種
目
で
行
わ

れ
、
選
手
た
ち
は

真
剣
な
表
情
で
的

を
狙
い
な
が
ら
も

笑
顔
を
絶
や
さ
ず

交
流
を
楽
し
み
ま

し
た
。

慣
で
す
。
今
後
も
、
誰

慣
で
す
。
今
後
も
、
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き

も
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
大
会
と
し
て
、
健
康

る
大
会
と
し
て
、
健
康

づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・

づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
の
場

生
き
が
い
づ
く
り
の
場

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

で
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
成
績
上

位
15
名
は
、令
和
7
年
1
月
31
日（
金
）

の
市
老
連
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
同
士
の
親
睦
と
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
本
大
会
は
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
続
け
て
い
き
ま
す
。

狙いを定めて！狙いを定めて！

大
濠
公
園
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

大
濠
公
園
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

当仁校区に新規クラブ当仁校区に新規クラブ
「第四仁寿会」が誕生「第四仁寿会」が誕生

大 会 結 果

【敬称略】

カウント・アップの部
優　勝 大場 不二子 南当仁
準優勝 安武 　英子 春　吉
第 3 位 上杉 　俊介 警　固
第 4 位 柴田 　照江 赤　坂
第 5 位 田中 　和子 平　尾
第 6 位 山本 　恒雄 赤　坂
第 7 位 水沼 　　平 舞　鶴
第 8 位 林 　　文子 草ヶ江
第 9 位 藤崎 　暎子 小　笹
第10位 築地 喜美江 赤　坂
第11位 山崎 　　進 平　尾
第12位 山本 　芳信 福　浜
第13位 光成 　幸一 草ヶ江
第14位 末松 　真市 笹　丘
第15位 下坂 　弘志 笹　丘
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令
和
7
年
3
月
4
日
（
火
）、
福
岡
市

市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
「
ふ
く
ふ
く
ホ
ー
ル
」

に
て
、友
愛
訪
問
事
業
説
明
会
を
開
催
し
、

各
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
や
友
愛
訪
問
班
長

な
ど
78
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
終
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
・
吉
田
時と
き
な
り成

さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
終
活
の
い
ろ
は
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
話
を
実
施
。
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
や
、
葬
儀
・
納
骨
、

相
続
の
準
備
な
ど
、
人
生
の
終
わ
り
に
向

け
て
元
気
な
う
ち
に
考
え
て
お
き
た
い
大

切
な
内
容
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
友
愛
訪

　
令
和
7
年
2
月
27
日
（
木
）、
中
央
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

研
修
（
視
察
）
を
実
施
し
、
区
内
9
校
区

か
ら
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
2
月
6
日
に
予
定
し
て
い
た
も

の
の
、
大
雪
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
順
延
後
も
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
視
察
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
日
本
を
代
表
す
る
装
飾
古
墳

「
王
塚
装
飾
古
墳
館
」（
桂
川
町
）
と
、
炭

鉱
王
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
藤
伝
右
衛
門
の

友
愛
訪
問
事
業
説
明
会

令
和
7
年
度

友
愛
活
動
と
終
活
の
今
を
学
ぶ

友
愛
活
動
と
終
活
の
今
を
学
ぶ

問
事
業
活
動
の
事
例
発
表
で
は
、「
地

域
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
草
ヶ
江
校
区 

第
二
草
寿
会
の

中
嶋
公
二
さ
ん
か
ら
「
エ
ル
六
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」、
第
九
草
寿
会
の
岡

部
由
紀
枝
さ
ん
か
ら
「
六
一
サ
ロ
ン
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
友
愛
訪
問
事
業
の
内
容
説
明

の
後
に
は
、
中
央
区
福
祉
・
介
護
保
険

課
よ
り
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る

福
岡
市
の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
の
説

明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
と
っ
て
、
活
動
の
意
義
や

ヒ
ン
ト
を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

旧
邸
宅
を
訪

問
。
福
岡
県

の
貴
重
な
文

化
財
や
歴
史

に
ふ
れ
、
地

域
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
視
察
の
合
間
に
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
今
後
の
活
動
活
性
化
や
、
各
ク

ラ
ブ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
ま

り
ま
し
た
。

お茶の文化に学ぶお茶の文化に学ぶ
心つながる研修会心つながる研修会

◆中央区女性リーダー研修会◆中央区女性リーダー研修会　

令
和
6
年
12
月
12
日

（
木
）、
中
央
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
女
性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会（
視
察
）を
実
施
し
、

区
内
13
校
区
か
ら
各
単
位

ク
ラ
ブ
の
女
性
部
長
な
ど

78
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
会

員
の
約
7
割
を
占
め
る
女

性
会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
、
見
聞
を
広
め
る
こ
と

を
通
じ
て
、
ク
ラ
ブ
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
と
会
員

増
強
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
お
茶
文
化
」。

訪
問
先
は
、
日
本
一
の
玉

露
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る

八
女
市
で
す
。
参
加
者
は
、

八
女
の
「
茶
の
文
化
館
」

を
訪
れ
、
お
茶
の
歴
史
や

製
法
、
そ
し
て
日
本
の
生

活
文
化
に
深
く
根
ざ
し
た

“
和
の
心
”に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仏
壇
や
提
灯
、

和
紙
な
ど
八
女
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
伝
統
工
芸
に

も
ふ
れ
、
手
仕
事
の
温
か

さ
と
奥
深
さ
を
改
め
て
実

感
す
る
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

2 号車の皆さん2号車の皆さん

1号車の皆さん1号車の皆さん

◆
中
央
区
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修

歴
史
探
訪
と
意
見
交
換
の
一
日
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「
プ
チ
お
出
か
け
社
会
科
部
」

は
、
興
味
は
あ
る
が
一
人
で
行

く
の
は
ど
う
も
・
・
・
と
二
の

足
を
踏
む
と
こ
ろ
へ
“
み
ん
な

で
行
け
ば
恐
く
な
い
”
と
ば
か

り
に
で
か
け
る
、
ち
ょ
っ
と
し

た
社
会
学
習
の
グ
ル
ー
プ
活
動

で
す
。

　
不
定
期
で
す
が
お
お
よ
そ
月

1
回
、
現
地
集
合
・
解
散
で
半

日
の
行
程
。
主
に
施
設
や
名

所
・
旧
跡
、
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
名

前
の
通
り
社
会
学
習
が
目
的
で

す
が
、
時
に
は
お
楽
し
み
も
入

れ
て
い
ま
す
。
現
在
登
録
会
員

は
16
名
、
訪
問
先
は
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
相
談
し
て
決
め
ま
す
。

　
活
動
は
令
和
５
年
12
月
、

日
本
銀
行
福
岡
支
店
見
学
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
紙
幣

発
行
直
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し

た
の
で
、「
手
触
り
、
透
か
し
、

ホ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
の
紙
幣
の

偽
造
防
止
最
新
技
術
や
日
銀
福

岡
支
店
の
建
物
の
歴
史
、
行
員

さ
ん
の
日
常
業
務
な
ど
を
じ
っ

く
り
見
学
し
ま
し
た
。「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ　
厳
重
！
」

　
福
岡
地
方
裁
判
所
で
は
、
傍

聴
し
た
公
判
終
了
後
、
裁
判
官

が
質
問
に
答
え
る
時
間
を
作
っ

一
人
一
花
運
動
の
思
い

ち
ょっ
と
学
び
に
出
か
け
よ
う
！

南
当
仁
功
寿
会
　「
プ
チ
お
出
か
け
社
会
科
部
」

南
当
仁
校
区
　
女
性
部
長

小
金
丸
　
洋
子

大名

南当仁

　
定
年
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
、
舞
鶴
公
園

の
花
壇
に
花
を
植
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
誘
い
を
受
け
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
会
則
の

作
り
方
、
会
計
、
花
の
植
え

方
、
堆
肥
の
作
り
方
、
育
苗

の
仕
方
等
々
を
学
び
翌
年
の

２
０
１
４
年
９
月
に
大
名
に

住
む
数
名
で
「
大
名
フ
ラ
ワ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
た
ち
あ
げ

ま
し
た
。
自
宅
か
ら
近
い
、
当

時
の
大
名
小
学
校
や
、
中
央
区

役
所
、
大
名
公
民
館
の
花
壇

を
綺
麗
に
し
よ
う
と
話
し
合

い
、
当
時
の
区
長
に
相
談
を
し

て
「
ど
ん
た
く
」
前
に
先
輩
や

主
人
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い

区
役
所
の
荒
れ
た
花
壇
の
剪

定
か
ら
始
め
、
空
き
缶
紙
く
ず

等
も
あ
り
、
ゴ
ミ
袋
６
袋
を
区

役
所
の
方
に
捨
て
て
も
ら
い

間
に
あ
い
ま
し
た
。
２
０
１
８

年
か
ら
福
岡
市
一
人
一
花
運

動
が
始
ま
り
、
花
壇
の
花
植
え

を
大
名
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

と
区
役
所
の
方
に
も
手
伝
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
、
区
役

所
で
水
道
の
ホ
ー
ス
を
買
っ

て
も
ら
い
夕
方
の
水
か
け
は

区
役
所
の
方
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
役

所
の
正
面
の
紫
陽
花
の
枝
の

挿
し
木
を
し
て
、
新
芽
が
出
て

き
た
の
で
移
植
を
し
、
今
年

も
花
芽
が
日
に
日
に
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
区
役
所
の
駐
車
場

入
り
口
の
花
壇
の
紫
陽
花
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
一
同
、
一
人
一
花
の
花

植
え
に
も
楽
し
み
を
見
つ
け

て
健
康
第
一
に
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

て
く
れ
ま
し
た
。
別
の
日
に

「
法
の
日
裁
判
所
ツ
ア
ー
」
で

再
訪
し
た
と
き
に
は
、
普
段
目

に
す
る
こ
と
の
な
い
家
裁
の
審

判
廷
、調
停
室
の
見
学
を
し
て
、

裁
判
の
仕
組
み
を
詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
笑
顔

の
裁
判
官
！
」

　
福
岡
工
業
大
学
「
音
と
モ
ノ

づ
く
り
歴
史
資
料
館
」
で
は
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
１
０
０

年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
活
躍

し
て
き
た
名
品
、
エ
ジ
ソ
ン
の

蝋
管
式
蓄
音
機
、
磁
気
録
音
機

の
原
点
ワ
イ
ヤ
ー
レ
コ
ー
ダ
ー

な
ど
の
音
に
ま
つ
わ
る
歴
史
資

料
、
カ
メ
ラ
、
時
計
、
電
化
製

品
と
い
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
に
関

す
る
貴
重
な
歴
史
資
料
が
所
狭

し
と
展
示
さ
れ
て
い
る
圧
巻
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
し
た
。
春
休

み
中
と
い
う
こ
と
で
学
生
さ
ん

は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大

学
に
似
合
わ
な
い
高
齢
者
の
グ

ル
ー
プ
が
珍
し
か
っ
た
の
か
、

職
員
さ
ん
た
ち
が
と
て
も
親
切

に
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
福

工
大　
好
印
象
！
」

　
お
楽
し
み
の
一
つ
、
オ
ー
プ

ン
ト
ッ
プ
バ
ス
は
シ
ー
サ
イ
ド

も
も
ち
コ
ー
ス
の
大
部
分
が
南

当
仁
校
区
な
の
で
、
我
が
家
の

舞
鶴
今
昔
も
の
が
た
り

大
名
地
区
　
大
名
会

　
　
　
　
　   

内
林
　
美
惠
子

裏
庭
を
見
下
ろ
す
感
じ
が
新
鮮

で
し
た
。「
け
や
き
通
り　
街

路
樹
の
葉
っ
ぱ
目
線
！
」

　
こ
の
他
に
福
岡
市
博
物
館
、

福
岡
市
議
会
、
福
岡
市
科
学

館
、
博
多
町
家
ふ
る
さ
と
館
、

み
ず
ほ
ペ
イ
ペ
イ
ド
ー
ム
な
ど

に
ち
ょ
っ
と
お
出
か
け
し
ま
し

た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
い
う

利
点
を
生
か
し
、
個
人
の
訪
問

で
は
で
き
な
い
、
担
当
者
の
方

の
解
説
を
い
た
だ
い
た
り
し

て
、
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
知

的
好
奇
心
を
満
た
し
て
い
ま

す
。

　
高
齢
者
の
場
合
、
で
か
け
る

こ
と
自
体
が
心
身
の
健
康
維
持

の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で

す
が
、さ
ら
に
目
的
を
も
っ
て
、

向
上
心
や
、
探
求
心
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
し
か
も
楽
し
く
出

か
け
る
活
動
を
続
け
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

みずほペイペイドーム　バックヤードツアーみずほペイペイドーム　バックヤードツアー
「キャー！バックスクリーンに私たちが大きゅう映っとるばい！」「キャー！バックスクリーンに私たちが大きゅう映っとるばい！」
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昭
和
25
年
の
冬
、
安
政
時

代
幕
末
黒
船
来
航
の
頃
建
築

の
こ
の
家
で
、
私
は
産
婆
に

取
上
ら
れ
て
生
を
受
け
た
。

当
時
は
大
名
校
区
西
職
人
町

一
番
地
。
家
屋
番
号
一
番
。

砂
地
で
こ
れ
よ
り
北
は
大
正

時
代
か
ら
の
埋
立
地
と
聞
い

て
い
る
。
貯
木
場
、
青
果
市

場
、
魚
市
場
（
今
は
衛
生
的

で
立
派
に
な
り
残
っ
て
い

る
）、
そ
れ
ら
を
運
ん
だ
旧・

国
鉄
の
貨
物
引
き
込
み
線
な

ど
が
あ
っ
た
。町
名
は
船
町
、

材
木
町
、
大
工
町
、
魚
の
町

と
生
活
感
が
あ
っ
た
。

　
私
が
大
名
小
学
校
に
入
学

し
て
4
年
生
の
2
学
期
、
戦

前
か
ら
都
市
計
画
の
50
米
道

路
が
、
東
は
奈
良
屋
か
ら
西

は
荒
戸
ま
で
開
通
。
安
全
な

通
学
路
確
保
の
た
め
、
こ
の

大
通
り
の
北
側
か
ら
大
名
小

学
校
に
通
学
の
児
童
た
ち
は

私
を
含
め
、
新
設
舞
鶴
小
学

校
（
元
・
舞
鶴
中
学
校
跡
地

の
旧
校
舎
）
に
転
校
。
舞

鶴
中
学
校
は
城
内
に
移
転
。

舞鶴

舞
鶴
今
昔
も
の
が
た
り

舞
鶴
地
区
　
第
二
松
寿
会

　
　
　
　
　   

亀
岡
　
正
茂

そ
の
中
学

校
へ
の
通

学
路
は
楽

し
か
っ
た
。

濠
や
城
跡

が
今
の
よ

う
に
整
備

さ
れ
て
な

く
、
自
然
が

残
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
学

校
の
帰
り
友
達
と
ア
オ
ダ
イ

シ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
た
。
尻
尾

を
掴
み
振
り
回
し
な
が
ら
、

緑
色
の
蓮
の
葉
が
満
杯
に
広

が
り
、
蓮

の
花
が
浮

か
ぶ
美
し

い
濠
の
内

側
に
続
く

小
路
を
歩

い
て
帰
宅

し
た
。
す

る
と
「
蛇

は
濠
に
戻

し
て
き
な

さ
い
！
」

と
、
日
頃

大
声
を
上

げ
な
い
母

か
ら
怒
鳴
ら
れ
た
。
渋
々
一

人
で
濠
の
東
側
の
草
む
ら
に

逃
が
し
た
。
そ
の
後
殺
生
は

や
め
た
。
遅
刻
し
そ
う
に
な

る
と
、
大
手
門
の
心
臓
破
り

の
坂
を
駆
け
登
り
校
舎
を
め

ざ
し
た
。

　
そ
の
舞
鶴
中
学
校
が
、
平

成
26
年
小
中
併
設
校
と
な
り

舞
鶴
の
地
に
戻
っ
て
来
た
。

『
福
岡
市
立
舞
鶴
小
中
学
校
』

今
や
全
校
生
８
０
０
名
を
超

え
る
人
気
校
と
な
っ
て
い

る
。
母
校
と
呼
べ
る
の
は
嬉

し
い
。

　
家
業
は
お
茶
屋
。
私
が
6

代
目
、
次
男
が
7
代
目
を
継

承
。
大
学
時
代
よ
り
趣
味
で

始
め
た
オ
ー
デ
ィ
オ
が
ヒ
ッ

ト
。
世
界
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

名
器
を
販
売
修
理
。
世
界
中

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
注

文
が
入
る
。
時
代
は
巡
る
。

レ
コ
ー
ド
の
よ
う
に
。

　
♪
♪
雪
解
け
間
近
の
北
の

空
に
向
か
い　
過
ぎ
去
り
し

日
々
の
夢
を
叫
ぶ
と
き
・・・

♪
♪

　
山
口
百
恵
さ
ん
、
谷
村
新

司
さ
ん
が
歌
っ
た
こ
の
曲
が

大
好
き
で
す
。
時
々
カ
ラ
オ

ケ
で
歌
い
ま
す
。

　
私
は
旅
の
仕
事
を
し
て
約

45
年
、
日
本
全
国
北
は
北
海

道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
1
都

１
道
2
府
を
加
え
47
都
道
府

県
を
巡
り
、
海
外
も
ア
メ
リ

カ
本
土
、ハ
ワ
イ
、グ
ア
ム
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
セ
ア
ニ

ア
、
ア
ジ
ア
各
国
な
ど
に
行

き
ま
し
た
。
最
後
の
旅
は
ど

こ
へ
行
き
た
い
か
な
と
考
え

ま
す
。
以
前
は
銀
河
系
の
星

を
夢
想
し
て
い
ま
し
た
が
遠

す
ぎ
ま
す
の
で
、
こ
の
頃
は

身
近
な
月
が
い
い
な
と
思
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
大
阪
・
関
西
万
博

で
「
火
星
の
石
」
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
55
年
前
に

開
催
さ
れ
た
大
阪
万
博
、
ア

メ
リ
カ
館
の
「
月
の
石
」
を

３
時
間
近
く
並
ん
で
見
学
し

た
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま

す
。

　
「
満
月
で
う
さ
ぎ
が
老
人

の
た
め
に
お
餅
を
つ
い
て
い

る
」
説
が
あ
り
ま
す
。
中
秋

の
名
月
が
豊
穣
祝
い
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
た
く
さ

ん
の
お
米
が
と
れ
た
こ
と
に

感
謝
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
昨
今
の

「
こ
め
騒
動
」
を
ニ
ュ
ー
ス

等
で
み
る
と
少
し
残
念
な
気

が
し
ま
す
。

　
満
月
を
眺
め
て
い
る
と
私

事
に
な
り
ま
す
が
苗
字
が
望

月
で
、
一
文
字
「
月
」
を
い

当仁
当
仁
校
区
　
第
三
仁
寿
会
会
長

望
月
　
康
男

い
い
日
旅
立
ち

い
い
日
旅
立
ち

随  想随  想

た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
何
と
な
く
親

近
感
を
覚
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

銀
河
鉄
道
９
９
９

の
ブ
ル
ー
ト
レ
イ

ン
（
夜
汽
車
）
に

乗
り
、
月
に
行
っ

て
美
し
い
地
球
、

日
本
を
眺
め
つ
つ

日
進
月
歩
変
わ
る

世
界
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
め
た

ら
い
い
で
す
ね
。

♪
♪
子
供
の
頃
に

歌
っ
た
歌
を
道
連

れ
に
♪
♪

趣味は走ることです。福岡シテイマラソン完走時に応援していただいた趣味は走ることです。福岡シテイマラソン完走時に応援していただいた
仁寿会の仲間たちです。月まで約 38 万ｋｍ、何年でいけるかな！仁寿会の仲間たちです。月まで約 38 万ｋｍ、何年でいけるかな！

校区・地区の校区・地区の
文化・歴史紹介文化・歴史紹介
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我
が
街
小
笹
は
動
植
物
園

へ
の
バ
ス
道
路
を
そ
れ
坂
道

に
入
る
と
狸
で
も
出
そ
う
な

森
が
残
っ
て
い
ま
す
。
小
学

校
の
校
庭
に
は
子
ど
も
た
ち

に
愛
さ
れ
て
い
る
通
称
ト
ン

ト
ン
山
と
い
う
小
さ
な
森
が

存
在
し
ま
す
。

　
高
台
に
あ
る
我
家
か
ら
は

大
木
を
登
り
き
っ
た
藤
の
花

の
密
生
が
見
ら
れ
「
山
藤
を

い
だ
く
大
樹
や
無
言
な
り
」

と
自
然
の
優
し
さ
に
い
や
さ

れ
ま
し
た
。
い
こ
い
の
家
に

あ
っ
た
藤
も
不
細
工
な
藤
棚

に
不
満
だ
っ
た
の
か
私
た
ち

の
目
を
ぬ
す
ん
で
な
ん
と
サ

ク
ラ
の
木
に
登
り
始
め
て
い

ま
し
た
。
あ
る
日
見
上
げ
る

と
無
数
の
花
が
垂
れ
て
い
る

さ
ま
は
見
事
で
し
た
。

　

サ
ク
ラ
に
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
と
コ
ロ
ナ
の
猛

威
で
す
。
治
ま
る
ま
で
約
5

年
、
時
を
同
じ
く
し
て
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
が
次
々
と
始

ま
り
、
森
が
消
え
代
わ
り
に

夜
道
は
明
る
く
な
り
、
公
園

が
で
き
ヤ
ン
グ
マ
マ
や
子
ど

も
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
の
を

見
る
と
世
の
流
れ
を
止
め
る

こ
と
は
無
理
な
の
か
も
と
複

雑
で
す
。
藤
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
が
い
こ
い
の
家
も
建
て
替

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
5
年
と
い
う
月
日
は
老
人

に
と
っ
て
は
厳
し
い
も
の
で

い
ろ
ん
な
事
情
で
来
れ
な
く

な
っ
た
方
も
多
く
い
ま
す
。

令
和
6
年
の
暮
れ
町
内
の
餅

つ
き
大
会
を
か
わ
き
り
に
手

芸
、
折
紙
な
ど
の
各
サ
ー
ク

ル
も
始
ま
り
ナ
ツ
メ
ロ
で
は

春
日
八
郎
を
堂
々
と
唄
い
あ

げ
る
元
気
さ
に
は
驚
く
ば
か

り
で
す
。
ち
な
み
に
私
は
ち

あ
き
な
お
み
の
『
喝
采
』
で

す
。
こ
の
よ
う
に
老
人
の
憩

う
場
所
は
大
切
と
思
う
と
と

も
に
お
世
話
す
る
ボ
ラ
ン

小笹
小
笹
校
区
　
第
四
小
笹
平
和
会

荒
巻
　
厚
子

新
い
こ
い
の
家
誕
生

新
い
こ
い
の
家
誕
生

随  想随  想

警
固

警固校区　萬寿会会長

藤　淳子

　
私
が
警
固
萬
寿
会
に
入
会

し
た
の
は
、
大
名
か
ら
警
固

に
引
越
し
て
来
て
5
年
く
ら

い
経
っ
た
頃
で
し
ょ
う
か
？

同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
方
に

「
年
2
回
の
バ
ス
ハ
イ
ク
と

月
2
回
の
公
園
清
掃
が
あ
っ

て
楽
し
い
よ
」
と
誘
わ
れ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
入
会
す
れ
ば
、
ご
近
所
の

方
々
と
顔
見
知
り
に
な
り
あ

い
さ
つ
が
で
き
る
の
が
嬉
し

い
か
な
と
入
会
し
ま
し
た
。

公
園
清
掃
は
皆
さ
ん
と
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
季
節

の
花
を
植
え
た
り
落
ち
葉
を

掃
い
た
り
、
前
会
長
で
あ
る

明
石
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
長
く
伸
び
た
雑
草

を
草
刈
機
で
刈
る
の
は
大
変

な
作
業
で
す
が
楽
し
い
経
験

で
す
。

　
ま
た
、
通
り
が
か
り
の
犬

の
散
歩
を
さ
れ
て
い
る
方

に
、
お
礼
の
言
葉
を
か
け
て

い
た
だ
き
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
れ
ま
し
た
。

　
夏
祭
り
、運
動
会
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
餅
つ
き
等
の
地
域

の
行
事
に
も
参
加
で
き
ま
し

た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う

ち
に
会
計
係
に
な
り
、
4
、

5
年
後
に
は
会
長
に
な
り
ま

し
た
。

　

何
も
解
ら
ず
に
会
長
に

な
っ
た
の
で
周
り
の
方
々

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
助
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。
嬉
し
い
こ
と

に
会
員
さ
ん
も
一
人

二
人
と
増
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
会
員

さ
ん
の
高
齢
化
が
進

み
、
皆
さ
ん
の
体
調

も
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
ど
う
行
っ

て
い
っ
た
ら
良
い
の

か
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
会
員
の

方
々
が
楽
し
く
無
理

な
く
参
加
で
き
て
、

テ
ィ
ア
の
方
も
高
齢
と
な
っ

て
い
る
の
も
課
題
で
す
。

　
近
所
の
小
学
生
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
今
日

も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行

く
の
？
」
な
ん
の
こ
と
か

な
、
そ
う
か
老
人
い
こ
い
の

家
は
、
子
ど
も
か
ら
見
た
ら

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
な
の
で

す
。「
そ
う
よ
楽
し
い
ち
ゃ

ん
」と
答
え
る
と「
ふ
ー
ん
」

と
走
り
去
っ
た
。
そ
の
後
姿

を
見
送
り
な
が
ら
心
で
さ
け

び
ま
し
た
。
や
さ
し
い
お
母

さ
ん
に
な
っ
て
ね
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
ら
、
老
人

い
こ
い
の
家
に
来
て
ね
。
そ

れ
ま
で
大
事
に
使
う
か
ら

ね
。
合
掌

元
気
な
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
活
動
に
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

警固萬寿会との警固萬寿会との
出会い出会い
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も
の
わ
す
れ
時
に
は
い
い
か
生
き
て
る
の

脳
ト
レ
で
認
知
予
防
に
我
は
げ
む

人
生
は
い
つ
で
も
今
が
出
合
い
旅

�

福
浜
校
区　

第
三
福
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ　

藤
井　

昭
子

楽
し
み
ね
さ
わ
や
か
景
色
バ
ス
ハ
イ
ク

イ
ケ
メ
ン
も
ロ
マ
ン
ス
グ
レ
イ
歳
重
ね

ス
ク
ワ
ッ
ト
へ
っ
ぴ
り
腰
で
ス
ト
レ
ッ
チ

�

春
吉
校
区　

第
七
老
壮
会　

田
中　

淑
子

陽
は
強
し
降
り
注
ぎ
し
夏
ち
か
し

ビ
ル
の
群
自
然
消
え
て
も
蟬
の
声

梅
雨
来
た
り
河
鹿
涼
や
か
恋
の
唄

�

大
名
地
区　

大
名
会　

三
原　

哲
彦

桃
の
日
や
月
に
八
句
を
詠
む
暮
し

貧
楽
や
菜
飯め
し

に
菜
漬づ
け

あ
あ
至
福

�

当
仁
校
区　

第
二
仁
寿
会　

荒
牧　

桃
子

列
を
な
す
蟻
に
も
帰
る
家
路
か
な

朝
焼
け
や
中
に
ネ
オ
ン
の
骸
む
く
ろ
か
な

�

大
名
地
区　

大
名
会　

堀　

由
紀
子

お
に
ぎ
り
を
バ
ッ
グ
に
二
つ
花
見
哉

も
う
一
度
散
る
花
惜
し
み
公
園
に

車
椅
子
押
し
つ
つ
春
を
探
す
旅

�

当
仁
校
区　

第
二
仁
寿
会　

瀬
戸　

初
美

ホ
ー
ク
ス
が
満
身
創
痍
で
ど
ん
底
に

　
　

い
つ
か
は
見
た
い
パ
王
の
姿

物
価
高
米
に
野
菜
に
家
賃
も
上
が
り

　
　

上
が
ら
な
い
の
は
年
金
だ
け
か

石
破
さ
ん
裏
金
商
品
券
と
難
題
抱
え

　
　

そ
ら
あ
表
情
も
険
し
う
な
る
わ

�

当
仁
校
区　

第
三
仁
寿
会　

雨
あ
が
り
亭　

鱧
音

ビ
ル
の
群
れ
久
し
か
ら
ず
や
虫
の
声

　
　

空
を
ひ
と
と
き
仰
ぎ
み
る
月

�

大
名
地
区　

大
名
会　

三
原　

哲
彦

【
友
を
偲
ん
で
】

歳と
し
つ
き月
は
過
ぎ
日
し
染
め
て
色
も
濃
く

　
　

人
の
心
を
繋
ぎ
と
め
ゆ
く

�

大
名
地
区　

大
名
会　

萩
原　

智
代

拉ら

ち致
家
族
い
つ
ま
で
待
て
ば
会
え
る
や
ら

大
谷
さ
ん
世
界
め
ざ
し
て
名
を
馳は

せ
て

�
当
仁
校
区　

第
三
仁
寿
会　

岡
田　

彪

年
ふ
え
て
体
験
ふ
え
て
知
恵
も
ふ
え

ス
ロ
ー
で
も
出
合
っ
た
方
に
ご
挨
拶

�

春
吉
校
区　

第
五
老
壮
会　

増
本　

保
子

キ
ー
ン
キ
ー
ン
と
工
事
現
場
は
口
の
中

青
信
号
横
断
歩
道
遠
く
あ
り

�

大
名
地
区　

大
名
会　

三
原　

哲
彦

〒 810-8622 中央区大名２-5-31
中央区老人クラブ連合会

TEL 092-718-1140　FAX 092-771-4955

『中央区老ク連だより』『中央区老ク連だより』
文芸作品募集文芸作品募集

短 歌 俳 句 川 柳 ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品を募集しています。を募集しています。
皆さんの感性を生かした作品をお待ちしています。皆さんの感性を生かした作品をお待ちしています。

必ず校区名・地区名、クラブ名、必ず校区名・地区名、クラブ名、氏名、氏名、
年齢、連絡先を明記ください。年齢、連絡先を明記ください。

応募方法応募方法



第68号　10令和 7年 7月

中央区社協事務所からのお知らせ

「買い物支援ガイドブック」を活用しませんか？

〜利用者の声〜

　福岡市社協では、高齢や障がい、その他さまざまな理由で買い物にお困
りの方を支援するため、区ごとに「買い物支援ガイドブック」を作成して
います。
　このガイドブックには、食料品や日用品を宅配してくれる商店のほか、
理美容店やメガネ・補聴器の出張訪問、移動販売などを掲載しており、小
さなお子さんがいる家庭からご高齢の方まで幅広く活用いただいています。
　買い物支援ガイドブックは、市社協・各区社協窓口で配布しているほか、
本会ホームページ ( 右下 QR コード ) からダウンロードできます。ぜひご
活用ください！

買い物に困っている方への支援の一環として作成している、「買い物支援ガイドブック」
の掲載内容を更新いたしましたので、お知らせいたします。

【お問い合わせ】　福岡市社会福祉協議会　中央区社協事務所　電話：７３７－６２８０

【更新情報受付中！】掲載可能な商店の情報等ありましたら、ご連絡ください。

ダウンロードはこちら！
＜掲載例＞
○食料品店・日用品取扱店　　　○弁当・惣菜店　　　〇酒・飲料取扱店
〇薬局・ドラッグストア　　　　〇家電取扱店　　　　〇理美容店
〇スーパーマーケット　　　　　〇移動販売、ほか

坂が多く高齢のため、買い物に行く
体力がありません。ガイドブックを
見て娘に注文してもらっています。

（80 代男性）

ケガをして重いものを持てないた
め、お米を配達してもらっていま
す。

（60 代女性）

美容室に一人で行けず、何年も髪を
切っていませんでしたが、訪問美容室
で切ってもらってスッキリしました。

（90 代女性）

免許証を返納して交通手段がなく
なったので助かっています。

（80 代男性）

いざという時
にも

いざという時
にも

役立つ！役立つ！



令和 7年 7月11　第68号

福岡市中央区からのお知らせ

【問い合わせ・申し込み先】　中央区福祉・介護保険課　電話：718-1145　FAX：771-4955

　
こ
の
た
び
、
令
和
7
年
４
月
に
中

央
区
福
祉
・
介
護
保
険
課
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
町
で
す
。
中
央
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
会
員

相
互
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
中
央
区
に
お
い
て
も
、
人
口
の
約

2
割
が
65
歳
以
上
と
い
う
状
況
で
あ

る
中
、
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
は
、
生
涯
健
康
で
元
気

な
高
齢
者
の
増
加
や
、
地
域
で
生
活

で
き
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
な

ど
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
が
果
た

し
て
い
る
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
央
区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆

様
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
、
よ
り

豊
か
な
生
活
に
感
じ
ら
れ
る
活
動
を

共
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
福
祉
の
向
上
と
地
域
社
会
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
央
区
福
祉
・
介
護
保
険
課

�

課
長
　
町
　
宗
博

【
就
任
の
あ
い
さ
つ
】

■６５歳以上
■福岡市の介護保険被保険者
■健康状態・身体状態に不安があり、緊急時における連絡手段の確保が
　困難な「ひとり暮らし」かそれに準ずる人

市内に居住する福岡市の介護保険被保険者で、
65 歳以上のひとり暮らしの人、またはこれに準ずる人

●胸が苦しい・・・動
ど う き

悸がする
●転倒してけがをした・・・
●熱が出てフラフラする　など

●オペレーターは毎日、お声を聞く中で体調の
　変化などを把握します。看護師につなぐこと
　もあります。
●困ったことや相談したいこともお話しできます。
●毎日誰かと話をすることで、孤独感の解消に
　つながります。

福岡市 緊急通報システム

福岡市 声の訪問サービス

申し込みができる人

申し込みができる人

緊急通報はこんな時に役にたちます！

声の訪問サービスはこんな時に役にたちます！

自宅での急な発作や事故など、緊急時に、身
につけたペンダントを押すなどして、自動的
に通報し助けを求めることができます。

ひとり暮らしの高齢者で定期的に安否の確認を
行う必要がある人に、電話により毎日 1 回安
否の確認を行い、いろいろな相談に応じます。

※利用には申し込みが必要です。

※第1〜3段階の方（市民税非課税世帯の方）は負担なしです。

費用（利用者負担額）
利用者の介護保険料所得段階 利用者負担額

第１・2・3 段階
固定電話型 携帯電話型

0 円／月（負担なし） 0 円／月（負担なし）

第 4 〜 15 段階 948 円／月 1,145 円／月

費用（利用者負担額）

無料



第68号　12令和 7年 7月

　
1
月
15
日
（
水
）
〜
19
日
（
日
）、
中
央
区
高
齢
者
作
品

展
を
福
岡
市
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　
期
間
中
、
会
場
で
は
、
洋
画
、
日
本
画
、
書
、
写
真
、

工
芸
の
5
部
門
で
計
52
点
（
51
名
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

多
彩
な
作
品
群
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
来
場
さ
れ
た

８
６
９
名
も
の
方
々
が
、一
点
一
点
に
じ
っ

く
り
と
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
、
出
品
者
同
士

は
も
ち
ろ
ん
、
来
場
者
や
主
催
者
と
の

交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
作
品
を
通
じ
て

温
か
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

中
央
区
高
齢
者
作
品
展
開
催

多
彩
な
作
品
群
を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞

多
彩
な
作
品
群
を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞

ご協賛いただきました皆様方へご協賛いただきました皆様方へ
　

い
ま
、
社
会
や
世
界
は
、

激
動
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
程
よ
い
平

和
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

人
々
は
、
苦
悩
や
不
安
が

あ
る
世
界
を
変
革
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
妥

協
点
を
探
し
て
い
く
の
が
大

事
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
ご
時
世
の
中
、

我
が
国
は
四
季
が
あ
り
高
齢

者
は
季
節
に
合
わ
せ
て
生
活

の
リ
ズ
ム
を
調
整
し
な
が
ら

強
く
長
く
生
き
て
い
く
こ
と

も
大
切
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

令
和
7
年
度
中
央
区
の

高
齢
者
会
員
数
は
、
約

2
1
0
0
人
（
男
31
%
・

女
69
%
）
の
状
況
で
す
。
編

集
に
あ
た
り
各
地
区
・
各
老

人
会
と
も
、
今
年
度
も
活
発

に
活
動
さ
れ
て
い
る
の
を
強

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
部
会　

副
部
会
長　

�

鶴
田　

勇
夫
（
当
仁
校
区
）

　

こ
の
た
び
は
「
中
央
区
老

ク
連
だ
よ
り
」
の
発
行
に
あ

た
り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で

幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚

誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集後記編集後記


